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１．はじめに 

自然光駆動のエネルギーデバイスの研究が盛んに行われているが、その一つの分野として金属

酸化物の光電気化学セル応用がある。ここでは、紫外光励起により固体－液体界面での電気化学

反応が行われ、水素発生等の有用な現象が発現するので、その吸収動作の可視光化を中心に研究

が進んできた。我々は、２層（タンデム）並列型の光電気化学セルを提案し、紫外光駆動の TiO2

薄膜／金属層と通常の可視光動作の pn 接合層（たとえば結晶系 Si 太陽電池）よりなる広帯域自

然光駆動セルについて調べてきた[1]。今回の発表では、タンデム構造２層間の光吸収スペクトル

の重なり幅制御のため、TiO2薄膜への不純物添加効果を検討した結果について報告する。 

２．実験のセットアップ 

TiO2薄膜は高周波マグネトロンスパッタ法（成膜温度 600 ℃）により形成したアモルファス状

薄膜であり、Ar に加える N2の割合を変化させてスパッタ雰囲気ガスとすることで、N を不純物

として添加した。基板としては、光学（透過率）測定および電気化学特性測定用にガラス／酸化

インジウムスズ薄膜基板、光学（反射率）測定用に Si太陽電池を模した Si基板を使用した。膜厚

は 1 m以下で、反射率測定は液中動作を模擬するため、蒸留水で満たした石英セル内にサンプル

を設置することで行った。 

３．実験結果 

図１に、ガス流量に占める N2 の割合を変化させた場合の透過率変化を示す。N2 を添加しない

場合には TiO2薄膜の吸収端は 400 nm以下であるが、N2の割合が増えるにつれて TiO2薄膜の吸収

端は 500-600 nmにまで長波長化した。Siの吸収端は短波長側は 400-500 nmであることを考慮す

ると、N を不純物として添加することで Siの

吸収スペクトルとの間でのスペクトルの重な

りを十分制御できることがわかった。講演で

は、以上の結果を反射率測定及び実動作時の

気体発生量と合わせて議論する。 
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Fig. 1. Response spectra of TiO2 thin films, 

where T is transmittance.  
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